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       卒園と入園 “新しい出会いに幸あれ”       

  年年歳歳、暦通りの天気とはならず、冷え込んだかと思いきや月初から来週にかけ

ては初夏の陽気となり桜が開花するとのこと。卒園児さんが入学式を迎えると同時に

ハイタッチにも新入の子どもたちが訪れます。新しい出会いで新しいグループとなり

ますが、仲良く楽しく活動を始めてくれることを職員一同願っています。 

  年度末 3 回に分けて「卒園児さんを送る会」を開催しました。子どもたちも子ども

たちなりに名残を惜しむかのように活動に取り組んでいました。結びに当たり保護者

様お一人お一人から温かいお言葉を頂戴することができて感極まりました。子どもた

ちがハイタッチに通うことを本当に喜んでいてくれたのだなと受け止め、職員一同あ

りがたく聴かせていただきました。少しお声を紹介させて頂きます。 

〇最初は、療育と言われてもどんなところだろうと思いながら、不安でした。 

 でも、通っているうちに「ハイタッチに行くよ」と言う声掛けに「ヤッター」とい

つも楽しんでくるようになりました。親の私も楽しみになり、子ども共々心のより

どころとして通わせて頂きました。これからも色々なことがあるでしょうが一緒に

頑張っていきたいです。 

〇1 年足らずの短い間でしたが、ここに通うことがなかったら、もっともっと不安な

気持ちで就学を迎えていたと思います。今も安心とは言えないこともいっぱいあり

ますがお母さんたちや先生方に出会えてとてもよかったです。 

〇ハイタッチに行くことは１度も「嫌だ」と言ったことがなく、１週間のスケジュー

ルにハイタッチがあって、そこを楽しみに保育園にも行けていた気がします。 

 

       今月の活動        

① [あつまり] あいさつ・呼名（名前呼び）・スケジュール提示 

 〇年少組（プレ・午前グループ）はスタッフと一緒に。年中・年長組は椅子に座って。 

 〇親子での遊びや読み聞かせは、一緒に楽しんでもらい、緊張が解け、リラックスして 

療育に参加できること、「さあ、はじまるよ（スタンバイ）！」ということをねらっ 

ています。出来なくても OK！無理強いせずに。 

 〇午後グループ：顔写真を見て出席確認 

  自分自身を意識すると共に「○○ちゃんもいるんだ！」と友達の存在も意識する 

  ことができることをねらいとしています。 
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② [運動遊び] 

 ○吊り遊具やボルタリング、跳び箱や平均台、 

 その他色々な遊具を使い、全身を使って遊び 

ます。ホップ・ステップ・ジャンプ、細かな 

動きも取り入れて、全身のバランス感覚が身 

につくこと（体幹の育ち）をねらっています。 

 併せて、お友だちとの協力や競い合いなど、 

 子どもたち同士がお互いを意識してアグレッシブに遊ぶこともねらっています。 

③ 自由遊び 

 ○ボードに自由遊びの玩具の写真を貼り付けます。 

 〇一人一人がそのボードから自分の好きな遊びを選びます。その選んだカードを先生に

渡し、「このおもちゃを出してください」と伝えます。 

 〇遊びコーナーをマットで構造化（区分け）し、「ごっこ遊びコーナー」「一人遊びコー

ナー」「友だちと遊ぶコーナー」などに分かれて好きな遊びを十分に楽しみます。指導

員と一緒にゲームするコーナーも楽しんでほしいです。 

 ◇子どもたちが「選択カードの中から自分の意志でカードを選ぶ」ということが大事な

ねらいです。 

 ◇カードを渡しながら相手（指導員）に要求を出すと「願いが叶う」ということも大切

な隠れたねらいです。 

 ◇好きな遊びをたくさんできることも大きな喜び、満足感につながります。 

 ◎好きなこと、得意なことがたくさんあるほど子どもの生活は豊かになり、社会性が豊 

かになり、育ちにも好もしい変化が期待できます。YouTube やゲーム機は一方通行の 

遊びです。子どもは子どもと関わって、友だちと遊ぶことによって成長が見込めます。 

「苦手」なことを「克服」するのではなく、「できること」「楽しいこと」「好きなこ 

と」を見つけ、増やし、人間関係を広げていく遊びが大切だと思います。 

 

       お知らせ        

① 玄関の出入りについて、お子様が一人で飛び出すことなきようご注意ください。 

交通量が少ないからと油断せず、自転車の往来にもご用心ください。 

② 新年度の利用日が決まりました。療育は週 1回です。同じ利用日になったお友だち 

と仲よく確実に通所していただきたく思います。体調が悪かったり、所用がある場合 

も欠席ではなく、曜日を振り替えて参加していただきますようにお願いします。 

お子さまが継続して療育に取り組むことが力をつける基本となります。何卒宜しく 

ご協力をお願いします。 

③ 保護者同伴でハイタッチに通所される場合に限定の市バス福祉乗車証と特別児童扶 

養手当の支給については岡田好美にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

お母さんが楽しいと感じると、 

子どもも楽しくなりますよ。 


